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 ヒンドゥー社会において二二を説明する論理

のひとつに占星術がある。誕生時の天体の位置

（ホロスコープ）が当人の運命を決めると信じ

られている。西ネパールでは，ひとが不幸や災

いに出会い，その原因が自分のホロスコープ上

の星にあると診断されると，その星の影響を振

り払うべく儀礼を行う。一般には，然るべき「受

け手」を探して，「悪い星」をそれに移せばよい

と考えられている。本稿では，ポピュラー・ヒ

ンドゥーイズムにおける占星術の実践をとりあ

げ，その論理と，不幸からの治癒を求める方策

とを検討する。

 1．はじめに

 ヒンドゥー文化において占星術は長い伝統を

持ち，天体の運行が地上の出来事に影響を与え

ると広く信じられている。個人との関連におい

ては，誕生時の星の位置が当該の個人の運命を

反映しているという信仰が共有されている。西

ネパールのジュムラ（Jumla）地方のバーマン

（Baman）社会においても，男子の誕生後6日

めにはジョティス（Jotis）と呼ばれる占星術師

によって誕生時のホロスコープが描かれる習慣

がある。

 ジュムラの村人の占星術の知識は断片的で，

ある特定の種類の不幸を星（グラバ）の影響の

結果だとみなす傾向がある。理論的には，あら

ゆる幸・不幸は星の影響の結果だとみなし得る

はずだが，男子の相続人または配偶者が得られ

ない場合に，「星の障り」（グラバ・ドス）であ

るとみなされる。度重なる息子や妻の死，また

縁談の破談を体験した人々は，こうした障りを

投げ捨てる方法を探し求める。そのような方法

はグラバ・カトネ（graha katne）と呼ばれ，文

字通りは「星の障りを断つ」ことを意味する。

しかし，星の働きを止めたり，その影響を消滅

させたり，また根絶したりすることはできない。

 悪い星の影響から免れる方途は，それを然る

べき「受け手」にダン（dan）すなわち喜捨によ

って移すことであると，ポピュラー・ヒンドゥ

ーイズムの先行研究は示している［Raheja

1988］。だが，西ネパールにそのような意味あい

でダンを行う習慣はない。本稿では，ジュムラ

地方の一バーマン村落：における「星の障りを断

つ」という信仰と実践を考察する。

 2．バッギャ（額に書かれた運命）

 運命を指すのに，村人は二通りの言葉を持っ

ている。カルマ（karma）とバッゲ（bhagge）

である。このうち，占星術であきらかになる運

命と密接なつながりをもつのはバッゲである。

 村の日常生活でカルマという語は滅多に使わ

れないが，カルマという概念，すなわち，ある

行為が行為者の，次に起こる運命を決定すると

いうことは村人のあいだでよく理解されている。

すなわち，罪を犯せばなんらかの不幸に見舞わ

れ，徳を積めば幸せな生をおくることができる

と信じられている。ただ，実際に不幸にあった
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ときには，その原因としてあげられるのは，神

の怒り，横死者の霊，魔女などであって，カル

マが持ち出されることはない［安野1996］。輪廻

については，この世のダルマに沿った行為と，

罪深い行為とは次の世の生を決定すると村人は

信じている。いいかえると，地上での存在を終

えると，ダルマを積んだ人物は天に行って神に

なるが，罪深い人物は，蝿や蛙や蛇などのよう

な劣等の，嫌われる生き物に生まれ変わるとい

うのである。身内の死者の来世での良き生を願

って，聖地に赴き，供養儀礼を行うことは広く

実践されている。聖地巡礼はまた，犯した罪を

贋う意味も含んでいる［安野1997］。さらに，子

供がなんらかの奇形や障害を負って生まれた場

合は，両親のダルマ的な行為が足りなかったせ

いだとされる。ただし，カーストの地位という

ものは，村人の信じるところでは，ひとの過去

の行為となんの関係もない。不浄カーストに生

まれるのは，前世の罪深い行為の結果だなどと

説明されることはない［Kolenda 1964参照］。

 ジュムラ地方で，運命を指すもっとも一般的

な語はバッゲで，各人のバッゲは額に書き込ま

れているという。これは，カルマのように生前

から決まっているものというより，「運」に近い

ニュアンスを持っている。財の「分け前」を意

味するバッグ（bhag）と同じ語源からきてお

り，自分ではどう操作することもできないとい

う意味がこめられている。村人がなんらかの不

幸にあって，一種の諦観とともに「自分のバッ

ゲはご覧のとおりです」というとき，その不幸

から脱することはできないと言外に語っている

のである。

 各人のバッゲはバビニ（Babini）と呼ばれる

女神によって生後6日目の夜に当人の額に書き

こまれると信じられている。同じく生後6日目

の日中にはジョティスを呼んで誕生ホロスコー

プが描かれ，夕刻にはバーマン祭司を迎えてサ

スタニ女神（Swasthani）へのプジャが行われ

る。地方的な言い回しでは，「額に書く」ことも

ホロスコープを描くことも，ともにチンナ・ラ

ガウヌ（cinna lagaunu）すなわち，しるしをつ

けると言われる。村人によれば，額に書かれる

運命は，誕生時のホロスコープに基づいており，

ホロスコープが生活の個々の領域における幸・

不幸を説明するとすれば，バッゲは当人の運命

の総体を語るという。何人も額に書かれた運命

を直接に読むことはできないが，ホロスコープ

は運命を具体的に予言してくれるといえる。

 誕生時の天体の位置がひとの運命を決めると

いうことについては，さまざまな解釈がある。

マダン［Madan 1984］によると，ひとはときの

流れのパトラ（patra）すなわち器であるとい

う。あるいは，パフ［Pugh 1983］は，北インド

の知識人による重力説を紹介している。ジュム

ラの村人にはこうした理論は欠如している。し

かし，良い運命・悪い運命という認識はあり，

カルマとしての運命は，個人の意識的かつ無意

識的行為の結果であるとして因果応報的に捉え

られるに対し，バッゲとしての運命は，個人の

道徳性とは無関係で，個人に責任が評せられる

ことはない。バッギャとしての運命は，個人の

道徳性や責任とは無関係だが，カルマによって

定められた運命は，個人の意識的かつ無意識的

行為の結果である。北インドで調査を行ったワ

ドリー（Wadley）は，バッギャ（bhagya）とし

ての運命は，カルマと異なり，偶然の可能性と，

先決の欠如とを表すと述べている［Wadley

1983］。同様に，西ネパールのバッゲも，前もっ

て定められたものはなく，偶然に決まるものと

して理解されている。それはバビニ女神が書く

という，擬人化された行為に象徴されている。

子供に良い運命を望むなら，「（生後6日めにや

ってきた）バビニ女神を戸口で捕まえて，良く

書いてくれるよう頼むしかない」というのが村

人の見解である。

 このようなバビニ女神の役割と，額に書かれ

たことがらが当人の生を決定するさまを，村人

の語る逸話から覗いてみたい。次にあげる（1984

年忌記録された）物語は，ある貧しい農夫の息

子が長じて王になるという運命を述べたもので

ある。物語は，この子の人生の偶然は，バビニ

女神の気まぐれから生じ，それを妨げようする

どんな試みも無に期すことを示している。語り

手は年とったウパダヤ・バーマンである。

ある男が森のなかで妻と暮らしていた。ある

一 10 一



グラバ・カトネ（Graha Katne）：星の障りを断つ

日，王様はその森へ狩に行き，道に迷って，伴

の者とはぐれてしまった。あたりをさまようう

ちに日が暮れた。家の明かりをみつけて，近づ

き，なかに招じ入れられた。家の奥では，妻が

ベッドに休んでいた。出産後6日目だったので

ある。夫は王様の食べ物を用意し，食事を終え

ると王様は寝た。真夜中にバビニ女神がやって

きた。王様は目を覚ますと，彼女を捕まえて，

母親の寝室へ入ってはならぬと言った。バビニ

は，その日にはポロ・チャクラ（運命の車輪）

が書かれねばならないし，もし，その日に書か

れなかったら，赤子の運命は混乱するであろう

と言った。そして寝室へ行かせてくれるよう王

様に頼んだ。王様は，彼女が後でなにを書いた

か教えてくれるという条件で，彼女を中に入ら

せた。バビニは寝室へ入ってポロ・チャクラを

書いた。戻ってくると，なにを書いたか聞かれ

たので，当の王様は相続人を失い，この子が彼

の王国を支配することになろうと書いたと答え

た。

 王様には，当時，息子と娘とがひとりずつあ

った。バビニ女神の言ったことを考えて，王様

は，森の子どもは彼の敵になるに違いないと思

い，その子を殺す決心をした。翌朝，王様は夫

婦にその子を彼に預けるようにと言った。こう

して，王様はその子を連れて家を離れ，森を抜

けて，橋のあるところまで来た。彼は橋の上か

ら子どもを川へ投げ捨てた。そのとき，川の下

流では，その子の母親が沐浴をしていた。自分

の子どもが流れてくるのを見て，家へ連れ帰っ

た。こうして夫婦は子どもを育てた。

 20年ばかりたって，王様はその夫婦を再訪し，

問題の子どもが屈強な若者に育っているのを見

いだした。王様は恐れを感じ，再び彼を殺す案

を練った。彼は自分の息子宛てに手紙を書き，

若者にそれを王宮へ持って行ってくれるよう頼

んだ。若者は，その手紙が彼自身を殺す命令で

あることを知らず，王宮へ向かった。

 王宮の護衛は王の封印を見て，若者を中に通

した。しかし，若者はどこに王子が住んでいる

のか知らなかったので，偶然ある部屋に迷いこ

み，王女に出会った。王女は一目で若者に恋を

してしまった。若者が手紙を手渡すと，彼女は

それを開封して読んだ。彼女は王様の筆跡を真

似て，王子は若者と王女を結婚させなければな

らないと書いて，若者にその新しい手紙を兄の

もとへ運ばせた。

 若者が王子に手紙を渡すと，それを読んだ王

子は，ブラーマン祭司を呼んで，結婚式をあげ

させた。こうして，王子は若者に王女をカンニ

ャ・ダン（処女贈呈）として与えたのである。

 王様は王宮に戻ると，問題の若者が彼の義理

の息子となっているのを見いだした。今となっ

ては彼を殺すようにと直接命令することはでき

なかった。そこで，ある日，王様は，サルキの

ひとりに命じて，だれでも翌朝彼を訪ねてきた

ら殺せと命令した。そして，翌朝，王様は義理

の息子に修理のため，靴をサルキのもとへ持っ

て行ってくれるよう頼んだ。

 サルキのもとへ行く途中，若者は王子と出会

った。王子は義理の兄にどこへ行くのかと尋ね，

朝，不浄カーストの成員に会うのは不吉だから，

自分がかわりにサルキのもとへ行こうと申し出

た。こうして王子は靴を受け取ってサルキのも

とへ出かけた。サルキは，王子が着くや否や，

王様の命令に従って，王子を殺した。

 王様は，若者が王宮へ戻ってくるのを見ると，

サルキのもとへ行かなかったのかと聞いた。若

者の返事を聞くと，サルキのもとへ駆けつけ，

息子が死んでいるのを発見した。のちに王様は

王宮を去り，現世を放棄した。そうして若者が

その王国を支配するようになったのである。

 この物語のなかで，バビニが書いた内容は，

予め決まっていたというより，その場での決断

によると思われる。王様にいやがらせをされた

ので，意趣返しとして王様を困らせる運命を書

いたようである。一方，王様は運命の成就を妨

げるべく，若者を殺そうとする。三度試みてい

るが，いずれも失敗に終わっている。まず，彼

の母が彼の命を救い，そして彼の未来の妻が彼

を救っている。最後に，王様自身の息子が若者

の身代わりとなっている。このことは，王様の

権力や努力をしても，若者の額に書かれた運命

を妨げることはできないことを示している。

 運命は決して変えられないのだろうか。一般

一 11 一



   9グラバ
太陽（アディティ）

月  （チャンドラ）

火星（マンガル）
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土星（サニ）
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ケートゥ
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    図1 占星術の基本

     27宿
1．アシュヴィニー

2．バラニー

3．クリッティカー

4 憂心ヒニー

5．ムリガシラス

6．アールドラー

7．ブハルヴァス

8．ブシュヤ

9．アーシュレーシヤー

10．マガー

11．ブールヴァ・バールグニー

12．ウッタラ・バールグニー

13．ハスタ

14．チトラー

15．スヴァーティー

16．ヴィシャーカー

17．アヌラーカー

18．ジェーシュター

19．ムーラ

20．ブールヴァ・アーシャーダー

21．ウッタラ・アーシャーダー

 アビジト
22．シュラヴァナ

23．ダニシュター

24．シャタビシャジュ

25．ブールヴァ・バードラバダー

26．ウッタラ・バードラバダー

27．レーヴァティー

12宮

         意味
メーシャ（mesa）   雄羊

ヴリシャン（vrsan）  金牛

ミトゥナ（mithuna）  双子

カルカ（karka）    蟹

シンパ（simha）    獅子

カニヤー（kanya）   処女

トゥラ（tula）     てんびん

ヴリシュチカ（vrscika） さそり

ダヌス（dhanus）弓
マカラ（makara）    わに

クンバ（kumbha）   瓶

ミーナ（mina）     魚

的な解決法はバールタ（barta）すなわち宗教的

禁欲ないし精進を行うことである。コレンダは

「禁欲」と神への「献身」を通してひとは運命

を変えることができると述べている。同様に，

ワドリーは，「vratにおいて信仰される神は，持

続し，現在の不幸を引き起こしている罪を破壊

すると信じられている」と述べている。バール

タは多用な形態をもつ。すでに述べた聖地巡礼

もバールタのひとつであるし，断食，聖典を読

む，眠らず夜を明かすなどもある。その目的も

多様である。死者の霊を宥めるため，贋罪，神

への祈願など。ベネット［BENETTE 1984］

は，家族の不和の解決のため女性が行うバール

タ儀礼を紹介している。

 Vrataというのは，断食などやや軽い禁欲，

精進を伴い，神に帰依すれば解脱できるという

バクティ（帰依）信仰と結びついている。この

ように，禁欲と献身は，ひとの運命を変革する，

少なくとも変形するといってよかろう。

 西ネパールにバクティ信仰はみられないが，

バールタはバーマンの間で一般的に行われる。

 3．誕生時のホロスコープ

 誕生時のホロスコープに現れる星の位置一村

人は往々にしてこれをグラバと総称する一は，

どのようにひとの運命を決めるのだろうか。標

準的なヒンドゥーの説明は，ときのもつ吉凶と

いう性質に由来するというものである［Pugh

1983，Rahej a 1988， Madan 1980］。しかし，ジ

ュムラのバーマンは，吉凶を表すシュバ／アシ

ュバ（shuba， ashuba）よりも，同じ分類に基づ

く，ニッチャ（nicca）とウッチャ（ucca）とい

う語を好んで用いる。ニッチャとは，低い，つ

まらない，ひどい，みすぼらしい，の意であり，

ウッチャとは，高い，高潔な，という意である。

村人は，ニッチャ・グラバは災い，苦しみ，病

いをもたらし，ウッチャ・グラバは富と知など

をもたらすという。

 この章では，まず，手短かにホロスコープに

関する基本的な規則を示し，次いで，実際に，
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1992年のバドゥ月（8～9月）にルルク村のジ

ョティスによって書かれたふたつのホロスコー

プの解釈を行うことにする。

 ヒンドゥー占星術では，九つのグラバ（惑

星），十二のラシ（宮）と二十七のナッチェット

ラ（星宿）がある。その一覧は図1のようであ

る。

 ホロスコープは十二の空間に分けられる。そ

して，それらは一から十二の数字がつけられる

（十二位）。それぞれの空間は，人生経験の特定

の領域ないし局面を表している。たとえば，第

七の空間は，伴侶を表し，第八番目の空間は死

を表す（図2参照）。人生のこうした局面は，聖

典に由来するというより占星術師の経験的な知

識に基づいている。

 この十二の空間に，九つのグラバと十二の宮

との位置を図示する。十二宮は十二の空間と合

致して分布するが，九つのグラバはそうならな

い。なぜなら，グラバのそれぞれは異なるサイ

クルで動くからである。したがって，三つのグ

ラバが一つの空間に集まるということもある。

グラハと宮のそれぞれは肯定的または否定的性

質をもっているので，ホロスユープ上のグラバ

と宮とは，ひとの人生を予言する手段をもたら

すのである。

 一般に言って，あるグラバは良い性質を帯び

るが，ほかは悪い性質を帯びる。例えば，ラー

フ，ケートゥ，サニ（土星），アディティ（太

陽），マンガル（火星）は，罪のある，悪意のあ

るグラバとみなされる。一方，プラハスパティ

（木星），チャンドラ（月）とシュクラ（金星）

は，良いグラバとみなされる。

 1992年にわたしがルルク村に滞在していると

き，ふたりの男の子が生まれた。どちらも生後

6日目にチンナをつける儀礼が行われた。村の

ほとんどの成人男性が，新しく生まれた子ども

の家のそばの空き地に集まった。女性たちの一

団は，少し離れて座り，誕生を祝う歌を歌った。

その歌は，儀礼の過程を叙述したもので，その

内容は以下のようである。

 ジョティスは手にペンを持ってやってき

た。ジョティスはチョウキ台の上に赤い土

を広げ，どのような日か調べるために，暦

を広げた。我々は彼に尋ねる「今日はどん

な日か，何曜日か，どんなラガンか」と。

彼は答える「今日はいい日である，いい曜

日である」と。彼に「ナッチェトラはどう

か，ジョグはどうか」と尋ねる。彼は答え

る「いいナッチェトラだ。いいジョグだ。

ロヒニ・ナッチェトラで，水曜日である」

という。

 ジョティスは集まった人々のまんなかに座る。

彼の前には小さな木製のチョウキ台があり，そ

の上に，赤い土が広げられている。皿には米と

花が盛られている。キールをいれた銀の器もあ

る。それにはルピー札も添えられている。儀礼

終了後，家族が参加者全員にソグンとして配布

する，チューラや麦粉と米粉の揚げた菓子も用

意されている。

 ジョティスの主な仕事は，誕生時の惑星と宮

の位置を図示することである。ジョティスによ

ると，ホロスコープの本質は，ラガンー黄道と

地平線の交点一を明らかにすることである。換

言すれば，ジョティスの仕事のもっとも重要な

部分は，子どものホロスコープの第一の空間（第

一位）に，十二宮のどれが来るかを明らかにす

ることである。

 伝統的な時間の測り方はガディ（24分）とパ

ラ（24分の60分の1）に基づいている。惑星と

宮とを図示するための計算は，非常に複雑で，

ふつうのむらびとには理解できない。この計算

をジョティスはチョウキ台の上で行う。ジョテ

ィスがラガンを見つけると，彼は惑星の位置に

よって暗示される誕生時の状況を述べて，それ

が正しいことを証明しようとする。出産を手伝
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図3 セワシャルマ・ホマールの長男の誕生ホロスコー

  プ

つた女性たちは，質問一回答によって，彼が見

つけだしたことがらを確認する。この時ジョテ

ィスによる記述は次のような項目から成り立っ

ている。母親が寝ていた方向，助産婦役を務め

た女性達の数と地位，へその緒の切り方，赤子

の最初の泣き方，母乳の吸い方などである。

 次のふたつの会話は，ラガンの確認がどのよ

うになされるかを示したものである。会話Aは，

セワ・シャルマ・ホマルの長男のラガンに関す

るものである。彼はバドゥ月13日の夜11時に生

まれ，トゥラ（天秤）ラガンである確認がなさ

れた（図3参照）。

会話A

ジョティス：母親は頭を東に足を西にして寝て

      いた。産婆は最初ひとりだったが，

      のちに三人になった。

父の母  ：そうです，そうです。

ジョティス：ラーフが三番目の空間にいるので，

      誰か男性がひとりいたに違いない。

父の母  ：はい，子どもの父親がいました。

      彼を追い払おうとしたのですが，

      居座っていました。

ジョティス：部屋には明かり取りがあったにち

      がいない。

父の母  ：はい，ありました。

ジョティス：へその緒を切るのに用いたナイフ

      は壊れてもおらず，きれいだった

      に違いない。

父の母  ：はい，きれいでした。

ジョティス：ラーフが三番目の空間にいるので，

      へその緒をきるのに三分かかった

      にちがいない。泣き声についてい

図4 ダナプラサッドの次男の誕生ホロスコープ

      うと・・……・

父の妹  ：赤子が泣くのに二分かかりました。

      赤子は生まれて二分経って，ウゥ

      一と声をあげました。

血族男性  ：（赤子の父の妹に向かって）産婆

      がそれを言うものではない。それ

      はジョティスの仕事だ。

ジョティス：他に知りたいことがありますか。

血族男性 ：もう十分です。

父の妹  ：赤子への授乳はいかがですか。

ジョティス：男の子を持っている女性が赤子に

      授乳したでしょう。

血族男性 ：そうです。ラガンの特徴は誕生の

      状況にぴったりする。

ジョティス：とにかく，赤子のグラバはよろし

      い。

近所の女 ：何人の産婆がいましたか。

父の母  ：三人の助産婦はどんなひとでした

      か。これは最後の質問です。どう

      してこの質問を残しておかなけれ

      ばならないのでしょう。

ジョティス：トゥラ（天秤）ラガンで，ラーフ

      が三番目の空間にいるので助産婦

      のうちふたりはふつう（初婚）だ

      が，のこるひとりは再婚女性か，

      寡婦であった。

父の妹  ：はい，そうです。

 次の会話Bはダナ・プラサッド・ウパッダヤ

の次男のラガンに関わるものである。彼はバチ

コタ・マスタの祭の日，アスタミ8日めに生ま

れた。6日後，ホロスコープを書く際，彼のラ

ガンは双子ラガンか金牛ラガンかという疑問が

出された（図4参照）。
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会話B

ジョティス：第一位が双子宮だから，母親ば頭

      を東に，足を西に寝ていた。

トゥンガ ：（父親に向かって）いつ時計を探

      しにでかけたのか。生まれてすぐ

      出かけたのか，それともしばらく

      して出かけたのか。

父    ：生まれるや，わたしは隣のカプリ

      のうちに行ったが，彼は寝ていた

      ので，さらに隣のガネッシュを探

      した。彼はそのとき祭を見にでか

      けていた。彼をようやく見つけた

      ときは，11時だった。

トゥンガ ：では，生まれた時刻はだいだい10

      時30分頃だ。

ジョティス：わたしもそう思う。

父：そのあとわたしはラジオのスッィ
      ッチをいれたが，もう音は聞こえ

      なかった。だから11時を過ぎてい

      たにちがいない（放送終了は11

      時）。

ラクシミ：ちょっと説明させてくれ。今，7時

      頃には暗くなる。子供が11時に生

      まれたとしたら，日が暮れて4時

      間経ったということになる。4時

      間で10ガディになる。夜中の12時

      すぎれば14ガディである。

ジョティス：14ガディから1．5ガディ引かなけ

      ればならない。12ガディ22パラに

      金牛ラガンから双子ラガンに移る。

      生まれた時刻を12ガディ30パラと

      すれば，それは双子ラガンである。

      双子ラガンだとすれば，母親は頭

      を東に，足を西に寝ていたはず。

      そして，産婆は最初ひとりだった

      が，後に三人来たはず。さらにケ

      ートゥが双子宮にいるので，産婆

      たちのひとりは再婚女性か寡婦で

      あったはず。わたしの言うことが

      当たっているだろうか。わたしの

      見るところ，子供は双子ラガンに

      生まれた。

ラクシミ ：もしそうなら，双子ラガンだった

      に違いない。

ジョティス：産婆たちに訊ねてみよう。母親は

      頭を東に，足を西に寝ていたか。

産婆   ：ええ，そうです。

ジョティス：産婆は最初ひとりだったが，後で

      四人になったか。

産婆   '”     ．ええ，そのとおりです。最初はひ

      とりで，それからふたりになり，

      最後は四人になりました。

ジョティス：ラーフが双子ラガンにいるので，

     再婚女性か寡婦がいたに違いない。

トゥンガ ：あなたの指摘した点はふたつとも

      正しい（なぜなら産婆のひとりは

     再婚女性だったから）。

ジョティス：双子ラガンなのでへその緒を切る

      のに用いたナイフは壊れており，

     切るのに手間取った。これは当た

      っているか。

産婆   ：はい，長い時間かかりました。

ジョティス：ラフが双子ラガンにいるので子供

      が最初の泣き声をあげるのに時間

      がかかっただろう。

産婆   ：はい，かかりました。

ジョティス：ナイフはどうか。

産婆   ：壊れていたというべきでしょうか，

      柄が取れていました。

ジョティス：男性の存在を象徴するものがある。

      だれか男性がその場にいたか。

ジョティス：よし，うまくいった。安心した。

上記のやりとりについて少しコメントしておき

たい。再婚女性と寡婦の存在は不吉とみられる。

最初の部屋のケートゥと火星はパープ・グラバ

（罪深い星）であるので，そのような不吉な女

性がいたはずということになる。双子ラガンそ

のものは赤子を早く泣かせるが，ラーフはそれ

を妨げる。火星は男性のラガンとみなされるの

で，赤子は男の子を産んだことのある女性から

授乳されたに違いない。彼のへその緒は男性の

ナイフで切られたに違いない。このように診断

のなかに男性と女性の象徴的対立が見られる。

 こうしたやりとりの目的についてあるブラー

マン（45才）は次のように言う。「もし予言が誕
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生時の状況を正しく言い当てていたら，未来に

ついてのホロスコープも正しいだろう。もし，

誕生時の状況を言い当てていないとしたら，ホ

ロスコープも本当ではない。こういうやり方で

われわれはホロスコープを信じている。」

 ラガンが決まると，ジョティスはジャンマ・

バトリカの意味するところを説明する。セワシ

ャルマ・ホマールの息子のホロスコープは次の

通り。

8年目に危機を迎えるだろう。したがって，

彼はジャルと儀礼的友人関係をむすぼなけ

ればならない。また，生後8ケ月間は手足

に腕輪をつけるか，サルキを彼の父親とし

なければならない。第一位（ラガナ）に罪

深いグラバ，ケートゥがいるので，注意散

漫な人間になるだろう。結局，上述の危機

を乗り越えたら，この子は長生きをするだ

ろう。

 母親や父親の死をひきおこすようなドス

（過失）は見あたらないし，兄弟や姉妹の

死をひきおこすドスも見あたらない。ラー

フが第三位にあるのはよろしい。この子は

役人になるだろう，土星が第四位にいるか

ら。水星と太陽が第十一位にいるので，子

供が若死にすることはない。さらに，太陽

と月が一緒に第十一位にいるので彼は金持

ちになり，教育も受けるだろう。これらの

グラバは良い位置にある。しかしながら，

火星が第八位にいるので，彼の母親は少し

困ったことになるだろう。つまり，彼女は

腹痛を起こすか，赤子は上半身にしるしを

持つだろう。金星が第十二位にいるので彼

はお金を貯めることができず，落ちつかな

い性質の持ち主になるだろう。結局のとこ

ろ，良い水星と悪い太陽とが一緒にいるの

でこの子は若死にすることはないだろう。

したがって，生後8日を乗り切ったら，こ

の子は若死にすることはないと言える。

ダナ・プラサッドの次男の誕生ホロスコープの

診断は次の通り。

 火星が第三位にいるのでこの子は病気に

なるだろうが，さほど重病ではない。第三

位の木星はよろしい。水星が第三位にいる

ので，この子は長生きをするだろう。良い

木星と良い水星とが一緒にいるので，この

子は食べ物も知識も豊富に持つことができ

るだろう。第四位の金星は問題ない。第六

位の月も問題ない。しかし，悪い土星が第

八位にいるので彼は生後8日目，8カ月目，

 これらの診断を与えるとき，ジョティスは何

のマニュアルも参照しなかった。後者の診断例

には，障りに対する処方が含まれている。一定

の時期にやってくる生命の危機を乗り切るため

には，ジャルすなわちチベット系のひとと儀礼

的友人関係をむすぶか，手足に鉄の輪をつける

か，サルキを儀礼的父親とするか，という星の

障りを「断つ」方法が示されている。障りを断

つ方法を含めて，診断にはいくつかの標準的診

断のタイプが確立されている。次の九つの章句

は，一連の典型的な診断と，星の障りに備えて，

取るべき手段とを成している。これらの文章は

ジョティスだけではなく，ルルク村のなかで占

星術師の役を務める村人によっても暗記されて

いる。しかし，診断にはひとによって若干の食

い違いも見られる。異なるものを「」で示す

ことにする。

1．第二位の火星。この人は配偶者を見つける

  のに困るだろう。カンファ一斗・ヨギ（行

 者の一種）と儀礼的関係を結ぶべきである。

2．第三位のラーフ。官職につくかダミになる。

  「彼はサルキを儀礼亡父とすべきである。」

3．第四位の土星。このひとは落ちつかない性

 格で，喧嘩好きである。彼はどんな仕事も

 成就することはできない。彼は若死にする

 だろう。かれはジャルと儀礼的友人関係を

 結ぶべきである。

4．第五位の太陽。この人は軽率で悪い仲間と

 つきあうだろう。彼は年とってからようや

  くこどもをもっことができるだろう。彼は

  タクリと儀礼的関係を結ぶべきである。も

  し息子ができなけれぼ日曜ごとの五回忌バ
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  一ルタを行うべきである。

5．第六位の水星。万事よろしい。このひとの

 家族は豊かになり，繁栄するだろう。

6．第十一位の金星。このひとは家も家畜もた

  くさん持つことになろう。ただし，白い家

 畜のみで，黒い家畜をもつことはできない。

7．第八位の木星。このひとは学んだことを忘

  れてしまう。かれは多くのもめごとを抱え

  るだろうし，父親にも迷惑をかける。彼は

  ウパダヤ・ブラーマンと儀礼的友人関係を

 結ぶべきである。

8．第九位の月。この子は母親の乳首にかみつ

  くだろう。食事のときにはミルクをこぼし

  てしまう。お金をためることもできないだ

  ろう。かれは，飲料水を受け取ることはで

  きるが，触っても良いカーストのひとと（す

  なわちムスリム）と儀礼的友人関係を結ぶ

  べきである。「菩提樹の葉のかたちをしたペ

  ンダントをつけるべきである。」

9．第十二位のケートゥ。このひとは上半身に

  なにかのしるしを持つ。悪いことをするだ

  ろう。ムスリムと儀礼的友人関係をむすぶ

  べきである。「サルキの女性を儀礼的母親と

  すべきである。」

 これらの診断は，星の障りを避ける，または

軽減するために取るべき手段で最も一一般的なも

のは，特定のカーストないし民族集団の成員と

儀礼的友人関係（儀礼的父母になることを含む）

を結ぶことことであることを示している。こう

したカーストないし集団は，問題の星となんら

かの性質を共有しているようにみえる。次章で，

星の障りを取り除く実践をとりあげ，星とカー

ストとの関連を考察することにする。

 4．グラバ・カトネ（星の障りを断つ）

 すでに見てきたように，星の障りを「断つ」

ためにさまざまな方法が取られる。再確認する

と，方法としては，なにか（腕輪かペンダント）

を身につける，バールタ（精進）を行う，ジャ

ル（チベット系住民），ムスリム（飲料水の授受

は可で，触っても不浄とならない），ジョギ，サ

ルキ，タクリまたはウパッダヤ・ブラーマンと

儀礼的友人関係を結ぶ，サルキを儀礼上の父な

いし母にするということがあげられる。一見す

ると，これらの方法のあいだには互いに何の関

係もないように見えるが，共通しているのは，

関係を打ち立てたモノやひとに「障り」を移す

ということではないだろうか。

 まず，ふつうの村人は，もっとも一般的に障

りを除くために行う方法は，問題の星が探して

いる，特定のカーストの成員と儀礼的友人関係

を結ぶことだと理解している。儀礼的友人関係

には，友人になることのみならず，儀礼的父ま

たは母になってもらうこと，儀礼的に（一時的）

婚姻関係を結ぶことも含まれる。問題の星が探

すものは，その星となんらかの共通性をもつも

のである。木星とブラーマンとのあいだ，太陽

とタクリとのあいだ，火星とジョギないしジャ

ル（チベット系住民），ラーフとサルキとのあい

だにはなんらかのつながりがあると考えられて

いる。彼らの平易な言い方によると，「火星は有

害なので，低いカーストと同じである。」「サル

キは悪魔的である。だから，サルキはラーフの

障りの受手たり得る。」「もし，不幸なグラバを

もっていたら，不幸なカーストの成員と儀礼的

友人関係をむすばなければならない。サルキや

ジャルは不幸なカーストである。」これらにおい

ては，障りはまさしく移されるのである。

 ネパールの人類学者シュレスタ（Shrestha）

は，シンジャのタクリの村ディヤールにおける，

星の障りを除去するための重要な方法として儀

礼的友人関係を結ぶことを報告している。やや

長くなるが，ネパール語から翻訳してみる。

 「ディヤール村のタクリは，（通常の儀礼的友

人とは異なる）もうひとつの儀礼的友人をもっ

ている。それは，グラバが探し求める儀礼的友

人と呼ばれる。この友人は，ひとが出会って好

意をもって関係を結んだものではなく，意地悪

な星の影響を取り除くために儀礼的友人関係を

結んだものである。この関係は長続きすること

はない。」

 シュレスタは星を次の三つのグループに分け

る。「影響という点において三種の星がある。ド

ゥム・グラバ，カムサリ・グラハとラジャダニ・
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グラバである。もしどれかの星が個人に障った

ら，取るべき手段は，それぞれ，ダマイないし

カミ，チェトリ，タクリないしブラーフマンと

儀礼的友人関係を結ぶことである。」ただし，ド

ゥム・グラハ，カムサリ・グラバ，ラジャダニ・

グラバとは何かをあきらかにしていない。

 シュレスタは人々が星の障りを除きたいと願

う理由を指摘している。それは，「子供がいない

こと，とりわけ，息子がいないこと，息子の死

かその他の難儀である。もしそのような難儀に

あうと（ホロスコープで）予言されれば，その

ひとは上述の手段を取るであろう。」息子をもつ

ことは重要で，相続や葬儀では不可欠である。

 そして，シュレスタは，儀礼的友人関係を結

ぶ事例を挙げている。「もし，誰かがこどもがな

く，特定のカーストの成員と儀礼的友人関係を

結ばなければならないとしたら，彼は適当なひ

とを見つけ，友人関係を結ぶよう頼んで，儀礼

にかかる費用を自分で負担する。ディヤール村

のあるタクリは，なにか黒色のものをジョギに

与えなければならないようなグラバをもってい

た。ある日彼は商いの途上でジョギの家に行き

当たった。好運を喜び，彼は穏やかにジョギに

儀礼的友人関係を結んでくれるよう頼んだ。ジ

ョギは同意し，そのタクリは，定められた支払

としてジョギに，シルガリ・ドティ（地名）で

自分のために買っておいた95ルピー相当の黒い

上着を与えた。このようにして彼は星の影響を

取り除き，不幸（難儀）から解放されて家に帰

った。」

 次に，「別のタクリは息子が生まれてそのホロ

スコープを書いてもらったとき，その子のグラ

バの予言するところによれば，その子の父も兄

も死に，のちに生まれる兄弟も生きることはで

きないということであった。早速，そのタクリ

はジャルを探し，その子の儀礼的父親になって

もらった。タクリはそのジャルの腕に息子を抱

かせ，息子にそのジャルを『お父さん』と呼ば

せた。その夜，ジャルはひどい腹痛に苦しんで

亡くなった。こうして星の障りは取り除かれた

のである。」

 最後にもっとも困難な事例は次のようであっ

た。「ある不運な人々は他の人々よりずっと困難

な星を持っている。ある村人は5人の息子をも

っていたが，聾唖の娘をひとり残して，次々と

死んでしまった。ジョティスに相談すると，ジ

ョティスは，もし異なる6人の『ひと』と儀礼

的友人関係を結べば，息子をもつことができ，

その息子は生きのびるだろうと言った。その6

人の『ひと』のなかには菩提樹と鷲も含まれて

いた。菩提樹に関しては，彼はサリヤンに行く

途中に樹をみつけ，その幹にヨーグルトと米粒

とをつけて両者は儀礼的友人になったと宣言し，

その樹にそれがもつ良い運を彼にくれるよう頼

んだ。しかし，鷲と儀礼的友人関係を結ぶのは

困難だった。ある日，そのタクリは村の近くで

馬が死んでいるのを見つけ，その死体のそばに

罠を仕掛けた。一匹の鷲が馬の死体に飛んでき

て，罠にかかった。彼はその鷲を家に連れ帰り，

ブラーマン祭司を呼んで，ホム儀礼をしてもら

った。彼は神に捧げものをし，2ルピーで買っ

た袋に5ルピー相当の鉦を入れて鷲の首にかけ

た。それから，ラ小羽や関係（ジャジマニに相

当）にあるダマイに服を縫わせ，鷲に着せた。

最後に，鷲の頭にヨーグルトと米粒とを乗せよ

うとしたが，鷲は彼の手をつつくぽかりだつた。

結局，彼はヨーグルトと米粒を鷲の口のなかに

放り込んだ。………」［Shrestha 197H972：71］

 上述の例では，障りをもたらす，問題の星は

何かはあきあらかにされていない。障りを，な

んらかの否定的な性質を共有するらしいカース

トないし民族集団（ジョギ，ジャル）の成員，

またはモノ（菩提樹，鷲）に移すことに力点が

おかれている。

 しかし，儀礼的友人関係は必ずしも否定的な

ものばかりとはかぎらない。

 実際のところ，ブラーマンやタクリは否定的

なカーストとなみなされない。タクリと儀礼的

友人関係を結ぶことについて，ある老ブラーフ

マンは，次のように説明する。「あるひとの持っ

ているグラバが弱いとき，タクリと儀礼的友人

関係を結ばなければならない。なぜなら，タク

リというものは強くて，力があるからだ。」あき

らかに，この見方にたてば，高位カーストの成

員と儀礼的友人関係を結ぶことは，その肯定的

な性質を吸収し，そのひとの持つ否定的な星の
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影響を中立化するものとして理解できる。菩提

樹の葉のペンダントを身につけたり，菩提樹と

儀礼的友人関係を結ぶことは，同様に，菩提樹

によって象徴される月の力を強めるはたらきを

するとみなすことができる。

 星の障りを除去する儀礼的実践について筆者

の集めたデータはさほど実質的なものではない。

主な理由は，村人は，ホロスコープを描く儀礼

の際に与えられる診断にしたがって障りを除去

する儀礼をすぐには行わないからである。また，

事実として村内における幼児死亡率や出産によ

る母親の死亡率は非常に高いので，そのような

不幸は村人をしてすぐさま星の障りを取り除く

儀礼を行わしめるものではない。わたしは正確

な統計をもってはいないが，8人から9人の子

どもを産んだが，そのうち生きのびためは3人

だけという母親も珍しくない。また妻を亡くし

たために何度も結婚したという男性も珍しくは

ない。したがって子どもの死や妻の死は，そう

した儀礼を行う動機づけには不十分である。

 最近，妻と子どもを出産時に同時に失ったブ

ラーマンは，そうした儀礼を行わなかった。そ

して，次のように言う。「チンナ・ラガウネの儀

礼のあと子どもは育つ。しかし，もし，バグヴ

ァン（至高神）がその子を連れ去るつもりなら，

その子は画才であれ，死ぬだろう。2才で死ぬ

かもしれない。6カ月または4カ月で死ぬかも

しれない。そしてまた別の子ができるだろう。

生きるものもあり，死ぬものもある。バグヴァ

ンはグラハの果実を見せてくれる。」

 儀礼に関するデータは四つのグループに分け

られる。（1）チベット系の少女との「儀礼的結婚」

（2）ジョギ（現世放棄者）との「儀礼的友人関係」

（3）「バールタ」を行う （4）サルキを「儀礼的父

親」とする。以下，儀礼を行ったひとの動機，

儀礼の手続き，その効果，障りを儀礼的に受け

とったひとのその後について順を追って述べる。

 （1）チベット系の少女との儀礼的結婚

 ゴビナート・ウパッダヤ（60）は現在ウパッ

ダヤの妻（42）と暮らしているが，これは彼の

4度目の妻である。この結婚以前，彼は三人の

妻を，子どもも持たないまま失った。その当時，

彼はふたりの兄弟と一緒に暮らしていたが，長

兄は四度結婚したにも関わらず，子どもがなか

った。弟はちょうど妻を失ったばかりだった。

彼はジョティスをしている母方の叔父に相談し

た。叔父は，彼の持っているグラバ，すなわち

火星がよくない，その障りを除くためには低位

カーストかチベット系の少女と結婚すべきであ

る，そうでなければ彼の家族は絶えると言った。

そこで，ゴビナートは，ムグ地方のチタイ村か

ら毎冬やってきて，家族ごと彼の納屋に住むチ

ベット人に彼の娘と結婚させてくれと頼んだ。

チベット人は最初，彼の申し出に驚いたが，彼

の星の障りを取り除くため協力しようと答えた。

 ゴビナートは，ブラーマン祭司を呼び寄せて，

火葬場の近くの空き地で簡単な結婚式をあげた。

この式で，ゴビナートはチベット人の花嫁と衣

服を結びあって，聖火のまわりを三回まわった。

ゴビナートは「私のグラバよ，お前のところへ

行け」といいながら，彼女に黒い布と少額のお

金を贈った。黒い布は，火星は黒色のものをほ

しがるからであった。少額のお金は二・グラバ

（星の障りを除くもの）と呼ばれた。

 ゴビナートは儀礼をして以来，その少女を再

び見たことはないが，数年後，彼女はチベット

の若者と結婚したと聞いた。上記の儀礼のおか

げか，ゴビナートは現在のブラーマンの妻との

あいだに娘を得た。さらにふたりの息子をもつ

ことができた。今日でもそのチベット人の父親

はゴビナートの納屋にやってくる。

 同じような例は50代後半の男性からも聞いた。

彼は20年前に，5番目の結婚としてチベット人

の少女と結婚した。そのとき，彼はふたりの妻

と娘ひとりはあったが，息子はいなかった。彼

はジョティスから，彼のホロスコープによれば

彼は5回結婚することになり，五番目の結婚ま

では息子を持つことができないと聞かされたか

らである。こうした，星の影響を取り除くため

の結婚は，昔はよく行われたが，最近は，ゴビ

ナートの見るところでは，チベット人がそうい

う結婚式をすることに合意しなくなったため，

希になった。

 儀礼的結婚には，次に示すような，もっと別

のタイプもある。ラルプラサッド・ウパッダや
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（35）は約10年前，実に8回ばかり結婚しよう

としてうまくいかなかった。ジョティスに相談

すると，彼のホロスコープの第九位にラフと火

星がいるので，黒いバルカラという樹と赤いし

ゃくなげの木と白い石と結婚すべきであると言

われた。ジョティスの指示に従って，ラルプラ

サッドはブラーフマン祭司をダマイの村に伴っ

て，これら三種のものと結婚する儀礼を行った。

その後，ラルプラサッドは，あるブラーマンの

女性と駆け落ちして，結婚することができた。

彼によれば，九回目に出会った女性とようやく

結婚できたということになる。

 これらの結婚は実質的に星の障りを相手に移

す目的のもあれば，回数あわせ的に結婚するも

のもあるといえる。

 （2）ジョギとの儀礼的友人関係

 20年前，イソリナンダ・ウパッダヤ（58）は

ふたりの妻をもっていたが，息子はいなかった。

ジョティスは男子の相続人がいないのは，イソ

リナンダの持っている火星のせいだと診断した。

 ある日，クマオン・ガルワールからひとりの

ジョギがやってきて，ルルク村のチェトラパー

ル神の祠に滞在した。イソリナンダは，火星の

障りを取り除くために，このジョギと儀礼的友

人関係を結んだ。この儀礼においてふたりのあ

いだに次のようなやりとりがあった。

ジョギ：あなたをジョギにして，子孫をもたら

    さず，苦しみを与え，あなたを怒らせ，

    困らせる火星よ，今後はわたしのとこ

    ろへ来い。

イソリ：儀礼的友人関係を結んだら，我々の身

    体はひとつになる。わたしのところに

    いる火星よ，あなたのところへ行け。

ジョギ：あなたが息子という果実を得られます

    ように。あなたが富の果実を得られま

    すように。あなたが英知の果実を得ら

    れますように。

イソリ：あなたが十分な食物を得られますよう

    に。あなたが苦しみをもっことがあり

    ませんように。

ジョギ：あなたに不幸をもたらす火星よ，わた

しのところへ来い。我々は儀礼的友人

になった。

 彼らは袖口を相互にこすり合わせ，ジョギは

イソリナンダの頭から一房の髪を切りとった。

儀礼を終えると，ジョギはイソリナンダの家に

あった一枚の敷物をくれといった。それは，イ

ソリナンダが95インド・ルピーで購入したもの

だった。イソリナンダは喜んでそれをジョギに

与えた。その後，ジョギは村を離れた。

 （3） バールタ

 問題の星と同じ曜日にバールタ（具体的には

托鉢を行い，それで得たものだけを食する）を

行う。例えば，火星の障りを取り除きたかった

ら，火曜に行う。通常一回ではなく，数回行う。

回数はホロスコープ上の12位のどこに問題の星

がいるかによって決まる。

 イソリナンダは45才になっても息子をもつこ

とができなかった。彼はセティのダラール・マ

スト神の主峯へ行こうと決心した。ルルク村の

ブラーマンの氏神であるダラールは，その主祠

からやってきたのである。出発する前までに，

彼は火星の障りを取り除くため8火曜日の断食

（ato mangal bar ko barta）を行うことにし

た。まず，月曜日に頭を剃り，早めに夕食をと

って，ベッドではなく地面の上に寝た。火曜日，

黄色の腰布をつけて，托鉢に回った。8軒の家

を回った，米を貰い，家に持ち帰って調理した。

炊きあがった米飯をまずゴウ・ムクのかたち（両

手を後ろにまわし牛のように口を使って）で食

べた。そして残りは手で食べた。火曜ごとに8

週間，托鉢とゴウ・ムクとを繰り返した。

 上記のバルタ儀礼を完了すると，イソリはセ

ティのダラールへ向かう準備をした。現世放棄

者のように額に灰を塗り，白い衣服を着て，肩

に袋を担いだ。厳粛な気持ちになり，目から涙

があふれた。ダラールの近くの四つ辻で，彼は，

28人の供を従えたダラール・マストのダミに出

会った。そのとき，ダミは神に葱依され，激し

く踊りながら，そのターバンを振り落とした。

ダミはイソリナンダに聞いた，「ああ，ジョギの

姿をしたブラーマンよ，どうしてここにいる。
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どうしてジョギの姿をしている。わたしはお前

の意中の望みをかなえてやろう。」と。これを聞

いて，イソリナンダは泣き出してしまい，ダミ

のターバンがあたかも意志を持っているかのご

とく，空中を舞うのを見た。彼はダミの行列に

加わって，ダラールの祠まで行った。

 翌朝，彼は巫儀に備えて，朝早く沐浴した。

ダミもその水場にに現れ，沐浴した。高儀にお

いて，ダミはダラール・マストではなく，ラク

ラ・マストに葱依され，次のような託宣を与え

た。「ブラーフマン，お前はまずふたりの妻のう

ち若いほうから息子を得るだろうが，この子は

すぐ死んでしまう。もうひとりの子供を年とっ

ている妻のほうから得るが，この子がお前の息

子となる。もし，この子が死ぬようなことがあ

ればわたしも死ぬ。」こう言って，ダミは鉦でイ

ソリナンダの頭に触れた。

 イソリナンダは家に帰った。バイサック月に

イソリは若い妻とのあいだに息子をもうけたが，

この子は予言通り，1カ月後に死んでしまった。

現在の息子，ガネッシュは，年上の妻からスラ

ワン月の7日に生まれた。今日までガネッシュ

は元気に暮らしている。イソリナンダは，息子

ガネッシュの誕生がラクラ・マストの慈悲のお

かげか，火星の障りを取り除いた結果かは，断

定しかねている。

 一時的な現世放棄はバールタ（barta， vrata）

と言及されるが，村人がそれを運命を変えるも

のと見ているか否かは不明である。村人たちは

そうした精進の意味よりも，祈願成就そのもの

に重点をおく。

ノブラージ・カトリ（33）は，結婚して15年，

娘ばかり4人いる。長男は生後6カ月で死んで

しまった。彼は息子を待ち望んでいたが，1991

年，嬉しいことに妻が妊娠し，1992年マーグ月

の26日に息子が生まれた。誕生ホロスコープが

描かれたとき，ジョティスは5火曜日の精進

（panc mangal bar kobarta）をせよと忠告し

た。翌月ファグン，息子は病気になり，死にか

けた。実際息子は持ちなおしたが，息子を失い

たくないノブラージは，チャイタ月の4回の火

曜日とバイサック月の第一火曜日に，バールタ

（托鉢）を行った。現在のところ息子は健在で

ある。

（4）サルキを儀礼的父親とする

 この習慣は重病や死にそうな子供を救うため

に行われ，「サルキに子供を売る」と言われる。

なぜなら，サルキに子供を一時的に渡したのち，

実父は子供を買い戻すためにサルキの父親に

二・グラバとしてなんらかの支払をしなければ

ならないからである。

 この儀礼においては問題の息子はサルキの腕

に航れ，サルキはこの子を家から連れ去るふり

をする。そして，サルキは「わたしの息子をわ

たしに代わって育ててくれ」といいながらその

子を実父に返す。こうして，問題の少年はサル

キの息子になったと見なされ，成人してブラタ

バンダを行うまで，ブラーマンに戻ることはで

きないとみなされる。

 ルルク村に「サルキ」と呼ばれるブラーマン

の青年がいる。彼は命名の儀式のときにビスタ

ワラ村のサルキに売られたのである。2年前，

彼がブラタバンダ儀礼を行うとき，かれは一束

の薪を持ってサルキの儀礼的父親のもとを訪れ

た。後者は彼にひとにぎりの麦粉を与えた。彼

はそれを家へ持ち帰り，それでUティをつくり

食べた。彼の実父は「息子はサルキだからサル

キの食べ物を食べなければならない」といった。

ブラタバンダの日，サルキの父は実父の家へ招

かれて，二・グラバとして子牛を贈られた。こ

のように，グラバ・ドスすなわち死の危険は，

子どもが成人して儀礼的に実父のもとへもどる

まで去ることはないと見なされる。

 サルキの父親というものは自由に選ばれる。

浄カーストの世帯はそれぞれ契約的な，サーヴ

ィスー報酬関係を結んだ，点前タヤ・サルキを

抱えている。しかし，グラバ・ドスの受け手た

るサルキは，この関係外から選ばれる。ただし，

すでに彼自身の息子を持っているものでなけれ

ばならない。サルキが星の障りの受け手に選ば

れる理由はサルキの不浄性には認められない。

カースト・ヒエラルキーにおいてはダマイが最

も低い位置にあるからである。ある，すでに25

-30人の浄カーストの子の儀礼的父親であるサ

ルキによると，その理由はサルキが悪魔的（ラ
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一フ）であるからという。サルキが悪魔的だと

見なされる理由は，わたしの推測するところ，

彼らが牛の肉を食べるからであろう。牛を食べ

ることはブラーマンから見れば，罪深い行為で

ある。

 グラバ・ドスの受け手は，儀礼的に受け取っ

た障りに苦しむことがあるのだろうか。前掲の

25-30人の息子を持つサルキは，問題の子ども

が彼自身以外のひと（その父母や兄弟）にも病

気や死をもたらす星を持っていれば，腕に抱く

ことはないという。しかし，わたしのインタビ

ューしたサルキのほとんどは，障りを移すこと

の結果をさほど恐がっているようには見えなか

った。

 また，問題の子供が死んだとしても儀礼的父

親が責められることはない。サルキたちは自分

たちの息子で死んだ者はいないと主張するけれ

ども。1984年の10月に，あるブラーフマンの息

子が死んだ。その家族は，その息子が病気にな

ったとき，ダテオカール村のサルキを儀礼的父

親にしていた。そのサルキは悲しみにくれる家

族を弔問した。息子の母親は，儀礼的号泣にむ

せびながら，そのサルキをお父さんと呼んでつ

ぎのように語った。「お父さん，あなたはあなた

の可愛い息子はどこへ行ったかと尋ねにこられ

たのでしょう。あなたの息子はスラワン月の急

流で溺死したというべきでしょうか。あなたの

息子はマグ月に雪のなかで行き倒れになったと

いうべきでしょうか。お父さん，われわれは彼

の誕生を田植え時にチョパウネ儀礼（泥のなか

に倒す）をして祝いましたが，かいもありませ

んでした。」サルキは彼女をなぐさめつつ，「あ

まり泣くと体に障ります。あの子はもう帰って

こない。生を与えるのも，生を奪い去るのもバ

グヴァンです。我々にはどうすることもできま

せん。生を与え，生を奪うのが誰であれ，あな

たはまた息子を持つことができるでしょう。あ

なたはあの子をわたしに売って，わたしを儀礼

的父親になさいました。わたしを見て，あらた

に悲しみを感じ，泣いておられるのでしょう」

と語りかけた。

 ガラ村の老サルキは，ルルク村のムッキャ（首

長）のひとり，デヴィプラサッド・ウパッダヤ

が4人も息子を持つことができたのは，彼のお

かげだと自慢する。デヴィプラサッドは，その

長男（11）を赤子のときそのサルキに売ったの

である。サルキはいう。「ムッキャはあんなにた

くさんの息子を自然にもっことができたわけで

はない。今生きている息子の前にふたりも男の

子を失っているのだぞ。」

 デヴィプラサッドは息子を失ってジョティス

に相談した。ジョティスは，息子をサルキに売

らなければ，永久に子なしのままだと言った。

デヴィプラサッドは息子を売る儀礼の準備を整

えてから，ガラ村のサルキを訪ねた。サルキに

よるとそのときの会話は次のようであった。

デヴィ：兄さん，ちょっとわたしのうちまで来

    てほしい。

サルキ：どうしてあんたのうちに行かなきゃな

    らないんだ。

デヴィ：（無言）

サルキ：あんたがわけを言うまでわしは行かな

    い。

デヴィ：お前の腕にわたしの息子を抱くだけで

    よい。

サルキ：あんたの息子をだいたりしないよ，ム

    ッキャ。もし抱いたりしたら，どんな

    不幸がわしにくることか。

デヴィ：なにもしなくていいんだ。ただわたし

    の息子を抱いてくれれば，おまえのほ

    しいものはなんでもあげよう。

サルキ：じゃ，50ルピー以上くれるか。

デヴィ：いいとも。なんでもほしいものをあげ

    よう。

 こうしてサルキはムッキャに従って彼の家へ

行った。家にはヨーグルトと米，ドゥボ草が用

意してあった。デヴィはサルキに息子を渡し，

サルキはその子を菜園の向こうまで連れて行っ

た。すると，ムッキャの長女が，サルキが弟を

さらって行ったと泣き出した。サルキは引き返

して，その息子をデヴィプラサッドに返した。

互いにヨーグルトと米粒を額に，草を耳の上に

交換しながら，サルキは次のような祝福を与え

た，「死の影は取り払われた。この子に何がおこ
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グラバ・カトネ（Graha Katne）：星の障りを断つ

ろうとも，あんたはひとりどころか，7人の息

子を持つことになろう。たとえひとり失っても，

また息子をもつことができる」と。そして50ル

ピーを要求した。デヴィプラサッドは彼に1ム

リの水佃の小作権と，10ルピーとを与えた。さ

らにその場で食事も与えた。

 上に述べたような，儀礼的結婚，儀礼的父を

つくるなど，グラバのドスを投げ捨てる儀礼に

共通する特徴は，身体的接触ということである。

すなわち，袖口をこすり合わせる，衣服を結び

合わせる，赤子を腕に抱くなど。こうした接触

を通じてグラバによってもたらされた否定的な

ものは儀礼的友人に移されると信じられている。

一方，自身がバールタを行うことは，だれかと

友人関係を結ぶこととは異なり，障りを移すよ

り，障りを起こす星ないしその星を司る神にタ

パス（熱）で対抗するように見える。

 南アジアの民族誌において，不吉または罪を

移すということはダン（喜捨）という文脈で論

じられてきた。ラヘジャ［Raheja 1988］は，「不

吉を儀礼的行為によって取り除き，贈り物を通

して親族や他のカーストの成員に移すことは南

アジアで広く見られる現象である」と述べてい

る。わたしの集めたデータのうち，いくつかは，

二・グラバとしてなんらかのお金や財を渡すこ

とを含んでいるが，その他は含んでいない。障

りの受け手は確かになんらかの支払い，ないし

贈り物を受け取る。そのうち最も価値あるもの

は，ブラーマンのムッキャからサルキに与えら

れた1ムリの水田の小作権利であろう。しかし，

そうしたものは儀礼的サーヴィスに対する報酬

であって，必ずしも，こうしたものなかに否定

的な物質が含まれているわけではない。ラヘジ

ャは，ダンはそうした否定的物質を運ぶと主張

しているが。可能な解決策は，その障りをだれ

か他のものに移すことである。この移転は，ふ

さわしい受けて手を見つけてミット（儀礼的友

人関係）になることによって可能であると信じ

られている。

5．ミット（儀礼的友人）

一般的な意味におけるミットは，北インドや

ネパールで，広範にみられる現象であり，次の

ような，さまざまな定義が与えられている。儀

式的友人，儀礼的兄弟関係，擬制的親族の絆，

儀礼的友人関係など。ミットに共通する特徴は，

その関係が，性と年齢は同じだが異なるカース

トに属するふたりのあいだで，儀礼ないし儀式

を通して結ばれるということである。その関係

は，一般に，相互の愛情と相互の現実的な便益

に基づいており，それは一生涯，またそれを超

えて次世代まで続く。ふたりは相互に扶助を行

い，互いの通過儀礼に参加する義務を負う。ど

ちらかが死亡した場合には，残ったものは喪に

服さねばならない。

 上記のようなミットの機能は，異なるカース

ト間のギャップを埋めることである。ジェイ

（Jay）が言うように，「（カースト社会では）ほ

とんどの社会的相互作用は，カースト内の親族

関係の義務，カースト間の儀礼的相互作用の義

務によって支配されている。儀式的友人関係は，

通常，どのような意味においても親族とはみな

されない，他のカーストのひとと結ばれる。そ

れらは，カースト相互作用の通常の規則を付随

的に緩め，カースト間のギャップを埋める制度

化された様式をもたらす」［1973：154-155］。

 メッサーシュミット（Messerschimidt）も同

様な記述を与えている。「ネパールのようなカー

スト志向の社会では，人間の連携は，すでによ

く確立され，ヒエラルキーの原理によって固く

むすびつけられている。ヒエラルキーの原理は

すべての社会関係のしたに横たわっているが，

それは人々を各カーストないし民族集団内で水

平に結び付ける傾向がある一方で，垂直軸上の

内婚集団間のギャップをそのままに放置する。

ミットの制度は，そのギャップを埋め，それに

替わる構造をもたらす」［1982：35-36］。従っ

て，彼が要約するように，内婚集団からなるカ

ーストはヒエラルキー原理によって相互に分離

しているが，ミットはその諸レベルの間の社会

的相互作用を接合するといえる。

 ところで，悪いホロスコープの効果を中和さ

せるために儀礼的友人関係を結ぶこともオカダ

 （Okada）とヒッチコック（Hitchcock）によっ

て，簡単ながら，報告されている。オカダによ
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 ると，「不幸や悪いことがらがホロスコープから

 予言されるとき，個人は，予言された悪い運勢

 がすくなくとも部分的に移されるように，低い

 カーストの成員と儀礼的兄弟関係をむすぶ」

  ［1957：217］。また，ヒッチコックは次のよう

 に書いている。「（27人のマガール女性の）5分

 の1が，占星術師の忠告に従って，自分たちよ

 り下のカーストの友人を得ていた。そこに働い

 ている信仰は，病気や不運は，支配的な星の悪

 い位置から生じるというものである。この位置

 は，低いカーストのひとと友人関係を結ぶこと

 によって改善される」［1966：66-67］。

  西ネパールにも上述のふたつのタイプの儀礼

 的友人関係が存在する。相互の友情と便益のた

、めに結ばれた友人関係は生涯続くが，悪いホロ

 スコープの予言を避けるために結ばれた友人関

 係は長続きしない。
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